
 

社会医学系専門医・指導医更新要項 

社会医学系分野に関連する講習の受講（K単位）における 

『その他日本災害医学会が単位認定するセミナー・研修等』の認定要件 

2018/9/25 

 

1. 日本災害医学会が主催する単位認定対象セミナー・研修等について 

① 新規セミナー・研修等を実施する場合は、内容・時間等を踏まえて、社会医学系専

門医検討委員会にて審議・承認する。 

② 受講証の発行は、日本災害医学会が行う。 

 

2. 日本災害医学会以外が主催する単位認定対象セミナー・研修等について 

① 単位認定対象セミナー・研修等を新たに追加する場合は、研修主催者（責任者）か

らの申請を必要とする。申請可能要件として、以下の要件の全てを満たしていなけ

ればならない。 

(ア) 災害医療に関するセミナー・研修等であること 

(イ) 知見に基づいた実践的・実務的内容であること 

(ウ) 1時間以上のセミナー・研修等であること 

② 単位認定対象セミナー・研修等とすることを希望する者（当該研修主催者（責任

者））は、単位認定対象セミナー・研修等申請書（別紙１）を記載し本学会に提出

すること。 

③ 社会医学系専門医検討委員会は、提出された単位認定対象セミナー・研修等申請書

（別紙１）および研修資料について審議・承認する。 

④ 受講証の発行は、研修主催者（責任者）が行う。 

 

3. 社会医学系専門医協会を構成する学会・団体等から、災害医療に関するセミナー・研

修等の K単位認定を求められた場合について 

① 社会医学系専門医協会を構成する学会・団体が主催するセミナー・研修等の場合

は、各学会・団体の判断で単位認定を行う。受講証の発行は、各学会・団体にて行

う。 

② 社会医学系専門医協会を構成する学会・団体が共催・協力等するセミナー・研修等

の場合は、本学会と当該学会・団体等との間で協議の上、単位認定・受講証発行等

の対応方法を決定する。 

③ 社会医学系専門医協会を構成する学会・団体等以外が主催するセミナー・研修等の

場合は、原則、上記同様に申請を行った上で、単位認定を行う。受講証の発行は、

研修主催者（責任者）が行う。但し、見学のみなど正規の参加形態でない場合は、

単位認定を求めた学会・団体等が参加証等を発行する。なお、単位数については本

学会と当該学会・団体等との間で協議の上で決定する。 



別紙１ 

社会医学系分野に関連する講習の受講（K単位） 

単位認定対象セミナー・研修等申請書 

 

①申請日 （西暦） 年 月 日 
②研修会の名称  
③主催機関  
④主催者 
（責任者） 

主催機関・団体  
役職・氏名 印（公印が望ましい） 

⑤申請担当者 所属機関  
部署  
氏名  
電話  
メールアドレス  

⑥受講者について 受講者数 名（直近開催回の人数） 
研修の規模 
（おおよその受講

者の構成） 

該当するもの １つに☑すること 
□１～３都道府県規模 
□地方ブロック規模（例：東北、関東など） 
□全国規模 

受講可能施設 該当するもの １つに☑すること 
□特定の団体所属職員のみ 
（例：日本赤十字社職員対象） 
□災害拠点病院職員のみ 
□病院職員のみ（災害拠点の指定なし） 
□行政・保健医療関係者のみ 
□所属施設を問わない 
□その他（ ） 

⑦講師について 講師数 名（直近開催回の人数） 
⑧開催頻度について 該当するもの １つに☑すること 

□年１回 □年２回  □年３回以上（ 回） 
□その他（   ） 

※昨年度（４月～３月）の実績でご回答ください 



別紙 1  

 

 

※ 場合によっては別途聞き取り調査を求めることがあります。 

※ 審査結果については結果のみ通知することとします。 

※ 提出先・問い合わせ： 

一般社団法人日本災害医学会事務局 

〒104-0031 東京都中央区京橋 2-11-3 服部ビル 0802 

TEL：03-4405-5228 

FAX：03-6869-2605 

E-mail:secretariat@jadm.or.jp 

 
 

【提出書類について】 
申請に必要な資料は以下の通りです。不足していた場合は審査対象外となります。 
（１）本申請書 
（２）直近開催回のプログラム（主担当講師名入り） 
（３）直近開催回の講義スライド 



名称 各論22項目 単位数
MCLSセミナー　プロバイダーコース 大規模災害対策（項目15） 2
MCLSセミナー　インストラクターコース 大規模災害対策（項目15） 2
MCLS-CBRNEコース　プロバイダーコース テロ対策（項目17） 2
MCLS-CBRNEコース　インストラクターコース テロ対策（項目17） 2
MCLS大量殺傷型テロ対応セミナー　プロバイダーコース テロ対策（項目17） 2
MCLS大量殺傷型テロ対応セミナー　インストラクターコース テロ対策（項目17） 2
PhDLSセミナー　プロバイダーコース 大規模災害対策（項目15） 2
PhDLSセミナー　インストラクターコース 大規模災害対策（項目15） 2
BEHLPセミナー　プロバイダーコース 大規模災害対策（項目15） 2
BEHLPセミナー　インストラクターコース 大規模災害対策（項目15） 2
災害医学会セミナー　プロバイダーコース 大規模災害対策（項目15） 2
災害医学会セミナー　インストラクターコース 大規模災害対策（項目15） 2
小児・周産期医療従事者向け災害研修 大規模災害対策（項目15） 2
子どものための心理的応急処置研修 大規模災害対策（項目15） 1

2017年度　社会医学系分野に関連する講習の受講（K単位）認定対象講習会・セミナー等：上限2単位を自己申告で認める



名称 各論22項目 単位数
参加証明等
発行可否

MCLSセミナー　プロバイダーコース 大規模災害対策（項目15） 4
MCLSセミナー　インストラクターコース 大規模災害対策（項目15） 6
MCLS-CBRNEコース　プロバイダーコース テロ対策（項目17） 4
MCLS-CBRNEコース　インストラクターコース テロ対策（項目17） 6
MCLS大量殺傷型テロ対応セミナー　プロバイダーコース テロ対策（項目17） 2
MCLS大量殺傷型テロ対応セミナー　インストラクターコース テロ対策（項目17） 3
PhDLSセミナー　プロバイダーコース 大規模災害対策（項目15） 4
PhDLSセミナー　インストラクターコース 大規模災害対策（項目15） 6
BEHLPセミナー　プロバイダーコース 大規模災害対策（項目15） 4
BEHLPセミナー　インストラクターコース 大規模災害対策（項目15） 6
災害医学会セミナー　プロバイダーコース 大規模災害対策（項目15） 4
災害医学会セミナー　インストラクターコース 大規模災害対策（項目15） 6
小児・周産期医療従事者向け災害研修 大規模災害対策（項目15） 2
子どものための心理的応急処置研修 大規模災害対策（項目15） 1

その他日本災害医学会が単位認定するセミナー・研修等 大規模災害対策（項目15）
時間・内
容による

名称 各論22項目 単位数
参加証明等
発行可否

日本災害医学会総会・学術集会への参加 大規模災害対策（項目15） 2
日本災害医学会総会・学術集会の特別講演演者・教育講演演者 大規模災害対策（項目15） 1
日本災害医学会総会・学術集会のシンポジスト・座長 大規模災害対策（項目15） 1
日本災害医学会総会・学術集会の一般演題筆頭演者 大規模災害対策（項目15） 1
日本災害医学会総会・学術集会の一般演題共同演者 大規模災害対策（項目15） 0.5
日本災害医学会　理事 大規模災害対策（項目15） 1
日本災害医学会　各委員会　委員 大規模災害対策（項目15） 1
日本災害医学会雑誌の論文筆頭著者 大規模災害対策（項目15） 3
日本災害医学会雑誌の論文共同著者 大規模災害対策（項目15） 1
都道府県/市町村災害医療コーディネーター会議等の委員 大規模災害対策（項目15） 2

都道府県/地域メディカルコントロール協議会の委員
保健医療サービスの安全お
よび質の管理（項目19）

2

社会医学系分野に関連する講習の受講（K単位）

社会医学系分野に関連する学会・団体活動の実績等（G単位）



社会医学系専門医協会より
専門医・指導医更新に関するお知らせ

http://shakai-senmon-i.umin.jp/specialist.html#credit
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